
☆
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｂ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｅ

開
店
一
周
年
を
迎
え
る

須
磨
海
浜
水
族
園
か
ら
国
道

２
号
線
を
隔
て
た
向
い
側
の
、

カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｂ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｅ
が
開
店
一
周
年
壁

迎
え
た
。

タ
ー
コ
イ
ズ
グ
リ
ー
ン
で
統

一
さ
れ
た
ポ
ッ
プ
な
店
内
に
は

若
い
カ
ッ
プ
ル
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
姿
が
絶
え
半
入
マ
マ
の
峯
栄

子
さ
ん
の
姿
も
す
っ
か
り
板
に

つ
い
た
。
明
る
い
人
柄
を
慕
っ

て
訪
れ
る
常
連
客
も
開
店
一
周

年
を
祝
っ
て
く
れ
た
と
い
う
。

メ
ニ
ュ
ー
の
全
て
を
手
づ
く

り
で
押
し
通
し
て
い
る
の
で
、

味
は
保
証
つ
き
。
ラ
ン
チ
セ
ッ

ト
メ
ニ
ュ
ー
が
八
八
○
円
か
ら

と
、
お
値
段
も
手
頃
。
Ｔ
Ａ
Ｋ

Ｅ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
も
で
き
る
ブ
ル
ー

シ
ー
ル
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
も

夏
に
は
う
れ
し
い
。

画
神
戸
市
須
磨
区
若
宮
町
３
１
３
‐
４

Ａ
Ｍ
８
１
Ｐ
Ｍ
９

宵
祇
１
１
９
９
１
夏
期
無
休

☆
夜
の
き
ら
め
き
は
、
カ
ク
テ

ル
の
中
の
一
粒
の
宝
石
か
ら

北
野
の
一
角
に
あ
る
こ
の
お

店
は
、
地
元
〃
神
戸
っ
子
″
達

に
は
も
う
す
っ
か
り
お
馴
染
み

の
カ
ク
テ
ル
バ
ー
。
他
と
一
味

違
う
の
が
カ
ク
テ
ル
に
宝
石
を

入
れ
る
こ
と
で
、
誕
生
石
、
あ

る
い
は
好
き
な
石
、
（
パ
ー
ル
ア

メ
ジ
ス
ト
、
ト
パ
ー
ズ
な
ど
が

中
心
）
を
入
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

カ
ク
テ
ル
３
千
円
。
お
奨
め
は
、

〃
セ
レ
ジ
ェ
ネ
ー
ミ
ン
グ
カ
ク

テ
ル
〃
・
男
女
を
問
わ
ず
、
カ
ク

テ
ル
の
味
を
お
客
様
自
身
の
好

び
っ

１

１４２
１

み
に
あ
わ
せ
て
、
つ
く
っ
て
も

ら
い
、
カ
ル
テ
に
登
録
し
て
も

ら
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い

る
。
世
界
に
ひ
と
つ
し
か
な
い

あ
な
た
だ
け
の
カ
ク
テ
ル
が
楽

し
め
る
。

そ
の
他
に
お
ま
か
せ
カ
ク
テ

ル
コ
ー
ス
が
好
評
で
、
ジ
ュ
エ

リ
ー
カ
ク
テ
ル
、
食
前
酒
、
デ

ザ
ー
ト
カ
ク
テ
ル
に
オ
ー
ド
ブ

ル
が
つ
い
て
６
千
円
と
い
う
か

ら
お
得
。
カ
ク
テ
ル
を
飲
ん
だ

あ
と
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
は
５
千
円

だ
せ
ば
肥
金
を
使
っ
て
リ
ン
グ

な
ど
に
加
工
し
て
も
ら
え
る
。

ま
た
、
毎
月
の
月
末
に

は
定
例
パ
ー
テ
ィ
ー
に
男

女
加
名
を
招
待
。
ジ
ュ
エ

リ
ー
オ
Ｉ
ク
シ
ョ
ン
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
ビ
ン
ゴ
な
ど
楽

し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
。

詳
し
く
は
お
店
ま
で
。

リ
ッ
チ
に
飲
ん
で
、
お

し
ゃ
れ
に
ジ
ュ
エ
リ
ー
で

演
出
し
て
下
さ
い
と
店
長

の
松
本
さ
ん
の
言
葉
。

■
神
戸
市
中
央
区
北
野
町
３
１
２

Ｉ
５
Ｂ
Ｋ
プ
ラ
ザ
ー
Ｆ

Ｐ
Ｍ
６
１
Ａ
Ｍ
２
（
日
）
は
Ａ
Ｍ
吃

ま
で
茸
醜
ｌ
Ｏ
Ｏ
４
８
無
休

。

☆
カ
フ
ェ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
炎
か

ら
ロ
マ
ン
が
生
ま
れ
る

都
会
の
喧
喋
を
避
け
、
い
つ

も
し
っ
と
り
と
落
ち
つ
い
て
い

る
店
内
。
ク
リ
ム
ト
の
絵
、
バ

ロ
ッ
ク
の
調
べ
が
流
れ
る
中
に

一
歩
足
を
踏
み
い
れ
る
と
そ
こ

は
別
世
界
。

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
に
も
物
語

が
あ
り
、
ピ
カ
ソ
か
ら
星
の
王

子
様
ま
で
様
々
。
店
内
に
は
、

初
夏
は
水
仙
、
秋
に
は
彼
岸
花

冨
誤

一
季
国
。
膜
駐
。と

、
四
季
折
女
の
花
が
生
け
て

あ
り
、
忘
れ
か
け
た
優
し
い
心

を
と
り
も
ど
し
て
く
れ
る
。

カ
フ
ェ
ロ
ワ
イ
ャ
ル
の
炎
の

ゆ
ら
め
く
中
、
あ
な
た
だ
け
の

私
だ
け
の
夢
が
さ
め
な
い
。
オ

リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー

７
百
円
。
季
節
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

ジ
ュ
ー
ス
千
円
論
抹
茶
、
四
季
の

和
菓
子
千
円
。
場
所
は
阪
急
三

宮
駅
東
口
山
側
白
蘭
ビ
ル
３
Ｆ

国
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
１
丁
目
２

１
６
阪
急
三
宮
駅
東
口
山
側
（
白
間
ピ
ル

３
Ｆ
）
Ｐ
Ｍ
２
１
Ⅲ
月
畷
休

胃
測
１
５
１
４
１
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異国情緒あふれる神戸の新しいデートスポット? Ｉ

蕪

が
、
６
月
旭
日
（
土
）
か
ら
鯛
日

（
日
）
ま
で
、
１
Ｆ
の
〃
テ
ラ
ス

レ
ス
ト
ラ
ン
〃
で
開
催
。
プ
ラ

ニ
シ
ェ
ス
地
方
の
郷
土
料
理

は
、
〃
ポ
ザ
ー
ダ
・
ド
ス
・
ロ

擢
イ
オ
ス
″
と
〃
ポ
ザ
ー
ダ
・

唾
デ
・
サ
ン
タ
・
イ
ザ
ベ
ル
〃

銅
の
両
総
料
理
長
を
招
い
て
の

シ
一
特
別
メ
ニ
ュ
ー
。
南
部
の
プ

ト
ャ犀↓

ラ
ニ
シ
ェ
ス
地
方
の
香
り
高

奉
毒
い
味
わ
い
を
、
フ
ァ
ド
の
流

一
存
雫
れ
る
中
で
楽
し
む
と
い
う
嬉

霊
長
し
い
企
画
。
魚
貝
料
理
は
マ

調
擢
イ
ル
ド
な
味
で
ミ
ナ
ト
神
戸

イ
ラ

斗
吋
に
ぴ
っ
た
り
だ
。

り
ェ
■
中
央
区
波
止
場
町
２
１
１

よ
う
右
長
雷
獅
Ｉ
Ｏ
１
１
１

;!』霧

箪 灘

凸

蟻
騨
鍵
驚

１
１４３
１

る
。
常
に
お
客
様
に
満
足

し
て
も
ら
え
る
神
戸
牛
を

用
意
す
る
た
め
に
、
肉
の

選
別
に
は
人
一
倍
の
こ
だ

わ
り
を
見
せ
る
シ
ェ
フ
の

平
山
さ
ん
。
肉
は
焼
く
前

に
生
そ
の
ま
ま
を
見
せ
て

く
れ
、
焼
き
方
も
好
み
に

合
わ
せ
て
相
談
で
き
る
。

調
味
料
は
赤
穂
の
天
塩
ま

た
は
、
か
ら
し
醤
油
で
あ

っ
さ
り
と
。
素
材
の
良
さ

を
追
究
す
る
こ
の
店
な
ら

で
は
の
味
つ
け
だ
。

ま
た
、
ひ
そ
か
な
人
気

☆
ポ
ル
ト
ガ
ル
南
部
プ
ラ
ニ
シ

ェ
ス
地
方
の
豊
潤
な
味
わ
い

水
辺
の
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神

戸
に
ふ
さ
わ
し
い
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
郷
土
料
理
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

旅
豊鐙鐘』

蔀
７
１
』
琴

★
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

デ
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

「
居
留
地
町
番
館
」

が
自
慢
の
冷
菜
は
、
フ
ラ
ン
ス

料
理
の
調
理
法
が
生
か
さ
れ
た

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
溢
れ
る
も

の
。
ス
テ
ー
キ
は
苦
手
と
い
う

方
に
は
、
ロ
シ
ア
語
で
〃
海
″

を
意
味
す
る
モ
ー
リ
ヤ
ら
し

く
、
ア
ワ
ビ
や
車
エ
ビ
な
ど
新

鮮
な
シ
ー
フ
ー
ド
も
揃
っ
て
い

る
。人

気
は
、
ヘ
レ
ス
テ
ー
キ
（
伽

ｇ
）
、
ロ
ー
ス
ス
テ
ー
キ
（
”

ｇ
）
セ
ッ
ト
各
９
千
５
百
円
。

本
格
派
ス
テ
ー
キ
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
を
求
め
る
自
称
グ
ル
メ
に

お
す
す
め
だ
。

■
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
２
－
１
１
打

Ａ
Ｍ
Ｍ
半
Ｉ
Ｐ
Ｍ
９
半

（
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
）

麓
湖
１
４
６
０
４
無
休

畠謹選
､蕊

§津
１１蕊

生
田
筋
沿
い
東
急
ハ
ン
ズ
の

南
側
。
〃
モ
ー
リ
ヤ
″
は
、
老

舗
の
森
谷
精
肉
店
の
２
階
に
あ

。
ア
ン
ド
。
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ

ク
ク
ラ
ブ
」
を
再
現
し
、
又

当
時
の
地
番
を
そ
の
ま
ま
名

称
に
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な

ど
、
さ
す
が
神
戸
居
留
地
。

神
戸
の
老
舗
オ
リ
エ
ン
タ
ル

ホ
テ
ル
の
な
せ
る
技
だ
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
ｎ
時
か

ら
妬
時
ま
で
。
窓
か
ら
見
え

る
公
園
の
木
々
は
季
節
を
写

し
出
し
て
、
疲
れ
た
頭
を
和

ま
せ
て
く
れ
る
。
日
替
り
ラ

ン
チ
Ⅷ
円
は
安
い
。

画
神
戸
市
中
央
区
加
納
町
６
１
４
１

１
Ａ
Ｍ
Ⅷ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
９

オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
９
時
半

寓
蜘
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｏ
無
休

会
社
帰
り
に
、
そ
し
て

街
に
遊
び
に
出
た
つ
い
で

に
、
ふ
ら
り
と
寄
り
た
く

な
る
、
神
戸
市
役
所
隣
の

東
遊
園
地
。
美
し
く
並
ん

だ
木
々
、
数
々
の
彫
刻
、

高
く
そ
び
え
た
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
を
見
な
が
ら
南
へ
下

る
と
、
レ
ン
ガ
造
り
の
洋

館
が
現
れ
る
。
７
月
８
日

に
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
し

た
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
居
留
地

血
番
地
。
何
が
で
き
る
の

か
と
心
待
ち
に
し
て
い
た

人
は
多
い
だ
ろ
う
。

昭
和
前
期
、
同
遊
園
地

近
く
に
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ッ

ク
ラ
ブ
「
神
戸
レ
ガ
ッ
タ

★
シ
ェ
フ
の
厳
し
い
目
で
選
り

す
ぐ
ら
れ
た
最
高
の
神
戸
牛

ス
テ
ー
キ
の
〃
モ
ー
リ
ヤ
″
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第
哩
回
神
戸
市
長
杯
バ
イ
リ
ン

ト
テ
ー
プ
と
英
文
か
日
本
文
ど
ち
ら
か
の

諦
求
）
及
び
日
本
語
と
英
語
を
合
わ
せ
て

も運
フ輪
イ資
ア材
ツ等
ﾄ が
、発
ル展
ノ、
Ｉ自
な動
ど車

２４約る
日１０こ
に名と
決の。
勝決と
大勝の

蓄蝋％
行者と
なをテ
う選Ｉ
･ 出プ
特しを
賞、も
{ ま皿と
、月に

協
議
は
、
実
現
へ
の
大
き
な
一
ァ
号
」
の
受
け
入
れ
（
塊
年
春
）

歩
を
踏
み
出
し
た
。
と
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア

て
は
、
ま
だ
未
定
だ
が
、
佃
年
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
を
出
航
し
た

以
後
、
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
の
復
元
さ
れ
た
「
サ
ン
タ
・
マ
リ

署
名
し
た
。
正
式
調
印
に
つ
い
当
面
の
交
流
は
、
７
月
蝿
日

市
長
が
「
意
向
確
認
書
」
に
、
地
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

姉
妹
都
市
提
携
の
前
段
階
と
し
上
の
図
書
館
を
有
し
、
ス
ペ
イ

原
摘
（
災
文
は
タ
イ
プ
す
る
こ
と
）
を
、

切
年
７
月
お
日
、
午
後
８
時
面
し
た
ス
ペ
イ
ン
北
東
部
の
都
月
溺
日
必
蒋
で
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ク
ロ
ス
カ

す
ぎ
（
日
本
時
間
７
月
瞳
日
市
。
人
口
は
約
加
万
人
で
、
港
ル
チ
ュ
ラ
ル
セ
ン
タ
ー
（
〒
卸
神
戸
市
中

午
前
３
時
す
ぎ
）
バ
ル
セ
ロ
ナ
湾
と
結
び
つ
い
た
鉄
鋼
、
造
船
、
央
区
加
納
町
２
１
１
１
悪
ま
で
郵
送
す

て
、
神
戸
と
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
両
ン
の
文
化
、
科
学
活
動
の
中
心

の
ア
ル
ベ
ニ
ス
宮
殿
に
お
い
て
学
施
設
、
弱
の
美
術
館
、
測
以

神
戸
・
バ
ル
セ
ロ
ナ

姉
妹
都
市
提
携
に
仮
調
印

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
地
中
海
に
へ
の
参
加
招
請
（
甥
年
夏
）
。

ジ
ャ
ー
ナ
ル

ポ
ケ
ッ
ト

バルセロナ市内

は
ゃ
ハ
ル
セ
ロ
ナ
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
君
０
７
８
－
２
４
１
１
８
８
０
１

ク
が
開
催
さ
れ
る
。

多
元
化
す
る
社
会
の
中
で
、

ウ
蓉
椎
匪
霊
効
唖
碧
綜
舞
謹
》
”
椎
麺
蹄
惟
糊
諦
性
看
訪
赫
調

出
し
、
市
内
に
剛
の
文
化
、
科
「
共
生
」
の
意
味
は
大
き
い
。

催
す
る
な
ど
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
詳
し
い
問
い
合
せ
先
は
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ

ン
都
市
と
し
て
も
発
展
、
切
年
Ａ
ク
ロ
ス
ヵ
ル
チ
ュ
ラ
ル
セ
ン
ク
ー

外
国
資
本
の
生
産
拠
点
と
な
っ
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
Ｉ
大
阪
往
復
切
符
な

て
い
る
。
稲
年
に
万
国
博
を
開
ど
豪
華
。

車
椅
子
で
街
に
出
れ
ば
Ⅲ

－－町乙幽一一

皿
分
間
の
ス
ピ
ー
チ
を
録
音
し
た
カ
セ
ッ

１
１４４
１

チ
ュ
ラ
ル
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で

●
応
悲
誰
“
法
は
、
申
込
醤
（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
新
し
い

世
界
像
を
求
め
て
Ｉ
共
生
Ｉ
」

開
催
さ
れ
る
。

ガ
ル
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が

▼
神
戸
市
長
杯
バ
イ
リ
ン
ガ
ル昨年の受賞者

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ク
ロ
ス
カ
ル

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

日
本
で
は
交
通
事
故
に
よ
り
毎
週
三

百
九
十
人
も
の
人
が
車
椅
子
に
乗
る
よ

う
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
脳
卒
中
な
ど
で
半
身
不
随
に
な
る
方

も
お
ら
れ
ま
す
か
ら
、
車
椅
子
の
使
用

者
は
相
当
届
ら
れ
る
は
ず
で
す
が
、
日

本
の
社
会
は
ど
う
し
て
車
椅
子
に
意
地

悪
な
ん
で
し
ょ
う
。
駅
に
は
め
っ
た
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
い
。
パ
ス
に
も
乗

れ
な
い
。
だ
れ
も
自
由
に
ど
こ
へ
で
も

と
は
到
底
い
か
な
い
。
車
い
す
に
優
し

い
社
会
に
な
ら
な
け
れ
ば
老
後
は
惨
た

ん
た
る
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
大
熊
さ
ん
が
自

分
も
右
足
を
ギ
プ
ス
で
固
定
し
て
車
椅

子
に
乗
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
行
く
障

害
者
の
グ
ル
ー
プ
に
同
行
さ
れ
ま
し
た

ま
ず
自
宅
か
ら
最
寄
り
の
私
鉄
の
駅

に
行
っ
た
と
こ
ろ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な

く
、
駅
員
に
頼
み
五
十
三
段
の
階
段
を

車
椅
子
ご
と
人
を
逆
ぷ
と
い
わ
れ
、
そ

の
重
労
働
に
恐
繍
し
て
断
念
、
タ
ク
シ

ー
で
東
京
駅
に
行
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ

の
車
椅
子
の
受
付
に
行
く
と
新
幹
線
専

用
と
い
わ
れ
、
大
汗
を
か
い
て
成
田
エ

キ
ス
プ
レ
ス
へ
行
く
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

改
札
口
の
あ
る
フ
ロ
ア
に
降
り
、
改
札

を
通
っ
て
別
の
エ
レ
ベ
ー
タ
で
地
下
四

階
へ
。
さ
ら
に
別
の
に
乗
り
換
え
て
地

下
五
階
の
ホ
ー
ム
へ
た
ど
り
薪
け
ま
し

た
。
お
ま
け
に
成
田
の
ホ
テ
ル
か
ら
空

港
へ
は
人
間
と
パ
ス
は
別
々
に
乗
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ん
と

か
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。
（
Ｋ
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
通
勤
本
部

関
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
１
階
郵
便
局
の
隣

脅
○
七
八
－
二
三
一
’
二
一
一
四
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》
ヂ
〕
』
も
厚
Ⅲ

■.』

パ トルトーキング

▼
今
、
関
西
の
学
生
が
熱
い
ア
ジ
ア
の
文
化
に
つ
い
て
考
祭
典
の
４
つ
の
テ
ー
マ
は
、

ド
記
念
ホ
ー
ル
で
チ
ャ
リ
テ
ィ

関
西
の
大
学
生
が
企
画
し
た
も

争
を
契
機
と
し
て
改
め
て
平
和

が
開
催
さ
れ
た
。

西
、
Ｌ
Ｏ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
・
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
）

猪
木
氏
を
迎
え
て
の
バ
ト
ル
ト
れ
た
。

‐
イ
ベ
ン
ト
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
＆
Ｐ

Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
」
（
主
催
Ａ
Ｃ
Ｃ
関

の
大
切
さ
を
考
え
直
そ
う
と
、

－
ク
シ
ョ
ー
、
杉
本
彩
さ
ん
の
ま
れ
て
い
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
、
天
宮
志
狼
氏
の
今
後
の
日
程
は
次
の
と
お
り

メ
ッ
セ
ー
ジ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
●
８
／
四
・
う
つ
わ
と
食
文
化
④
９
／
”

．
．
？
…
ｌ
：
〃
・
・
１
．
．
．
．
．
言
、
・
ザ
ノ
ス
パ
イ
ス
●
ｍ
／
型
・
お
米
の
話

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
湾
岸
戦

噸ｆ: , 為
陸軍のまつり

ふれあいのL擬典.０１

常守舎毒謹? 浄蝿？

れ
た
。
バ
ル
（
神
戸
国
際
会
館
）
ク
ラ
シ

第
２
回
目
の
テ
ー
マ
は
「
ア
ッ
ク
と
モ
ダ
ン
畑
／
皿
（
祝
）
音

ジ
ア
の
麺
」
。
講
師
は
奥
村
彪
楽
と
ダ
ン
ス
の
祭
典
（
ア
シ
ッ

終
始
く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
に
包

ル
や
ジ
ュ
ー
ス
が
出
る
な
ど
、

エプロン姿の奥村読師

戸
ま
つ
り
で
前
宣
伝
。
全
県
の

凸

ＰＲポスター

白
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図
書

ガ
イ
ド

瀞
将
来
は
一
舌
Ｉ
ヨ
ー
ク
で
仕
躯
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
、
お
酒
落
と
ト
レ

ン
ド
が
大
好
き
な
主
人
公
、
小
泉
花
子

の
観
光
と
留
学
を
レ
デ
ィ
ス
コ
ミ
ッ
ク

で
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
、
英
会
話

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ガ
イ
ド
マ
ー
ー
ュ
ア

ル
が
一
緒
に
な
っ
た
木
。

今
ま
で
英
会
話
習
得
に
手
を
焼
い
て

い
た
人
、
今
艇
こ
そ
上
述
に
サ
ク
セ
ス
。

（
発
行
・
宙
出
版
、
発
売
・
主
蜘
と
生

活
社
三
○
○
円
）老

後
の
わ
か
れ
道

中
島
れ
い

日
本
は
、
今
、
か
つ
て
な
い
商
齢
化

社
会
を
迎
え
て
い
る
。
ま
た
、
そ
う
い

っ
た
社
会
的
現
象
と
は
別
に
、
「
老
い
」

の
問
題
は
各
々
の
人
の
岬
に
在
る
。

こ
の
木
に
は
、
そ
の
問
題
に
直
面
し

た
需
者
自
ら
が
、
考
え
、
禰
究
し
、
選

択
し
た
道
筋
が
描
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
蕃
者
の
老
後
の
指
針
が
、

「
老
人
ホ
ー
ム
」
等
、
数
々
の
具
体
例

を
も
と
に
、
示
さ
れ
て
い
る
。

（
栄
光
出
康
社
刊
九
○
○
円
）

》
《
騨
血
濯
冒

姫
路
出
身
の
椎
名
麟
三
に
側
す
る
本

が
出
て
い
る
。
著
者
、
田
卵
折
さ
ん
は

尼
崎
に
住
む
、
第
１
回
神
戸
文
学
批
受

蛍
者
。１９

５
４
年
に
樵
端
に
出
会
い
、
以

来
、
傾
倒
。
文
通
体
験
を
初
め
、
訓
年

以
上
も
患
だ
わ
り
総
け
て
き
た
彼
の
思

い
が
椎
名
の
緩
歴
、
作
品
を
軸
に
凝
縮

さ
れ
て
い
る
。

（
神
文
普
院
刊
二
○
○
○
Ⅲ
）
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▼
中
国
留
学
生
友
誼
交
流
懇
親

会
開
か
れ
る

神
戸
地
区
中
国
留
学
生
聯
誼

会
主
催
に
よ
る
友
誼
交
流
懇
親

会
が
、
７
月
６
日
、
神
戸
華
僑

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

神
戸
地
区
中
国
留
学
生
聯
誼

会
も
、
今
年
で
７
年
目
を
迎
え

た
。
結
成
当
初
は
訓
名
だ
っ
た

神
戸
地
区
の
中
国
人
留
学
生
も

今
で
は
川
人
を
数
え
る
ま
で
に

な
っ
た
。

今
回
催
さ
れ
た
友
誼
交
流
懇

親
会
は
、
中
国
留
学
生
の
交
流

と
関
係
者
に
対
す
る
感
謝
の
意

を
込
め
た
も
の
。

こ
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

洪
再
生
中
国
留
学
生
聯
誼
会
会

長
も
大
忙
し
。
連
絡
先
に
な
っ

輪

鍔
噌

ｊ
４６
Ｉ

７
月
４
日
生
田
神
社
で
行
わ

れ
た
兵
庫
県
神
道
青
年
会
例
会

で
、
王
子
動
物
園
の
亀
井
一
成

さ
ん
が
講
演
を
さ
れ
た
。

兵
庫
県
下
の
青
年
宮
司
さ
ん

達
約
Ⅷ
名
を
前
に
、
「
生
命
の

尊
さ
、
親
の
偉
大
さ
は
動
物
も

人
間
も
共
通
の
も
の
」
と
熱
っ

ぽ
く
語
り
、
聴
く
人
は
身
を
乗

り
出
し
て
聞
き
入
っ
て
い
た
。

●
六
○
ｍ
ｍ
で
。
⑫
『

☆
生
田
神
社
で
亀
井
一
成
さ
ん

熱
の
込
も
っ
た
講
演

Ｒ眠一守坤幽恐｡ 廼需- , - ﾏ ｰ ｰ ﾆ ｰ ｰ

文
化
の
種
を
生
か
す

神
戸
は
歴
史
が
な
い
、
な

ど
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
そ
ん

な
こ
と
は
な
い
。
神
戸
に
も

悠
久
の
歴
史
は
あ
る
。
し
か

し
残
念
な
が
ら
、
戦
災
で
焼

失
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
歴

史
物
語
は
神
戸
の
中
で
そ
の

面
影
を
と
ど
め
て
い
な
い
。

灘花時計

神
戸
も
街
の
歴
史
や
物
語

り
に
出
て
く
る
文
化
の
種
を

上
手
に
生
か
し
て
保
存
し
た

り
生
か
す
こ
と
だ
。

例
え
ば
、
謡
曲
に
「
松
風
」

と
い
う
曲
が
あ
る
能
の
世
界

で
は
熊
野
、
松
風
に
米
の
飯
、

と
い
わ
れ
る
程
の
名
曲
。
松

風
、
村
雨
姉
妹
が
主
人
公
の

曲
で
あ
る
。
須
磨
に
は
松
風

町
、
村
雨
町
も
あ
る
。
そ
し

て
村
雨
堂
と
い
う
小
さ
な
詞

が
あ
る
が
、
そ
の
扱
い
は
お

粗
末
の
限
り
、
こ
ん
な
有
力

な
文
化
の
種
こ
そ
大
切
に
生

か
す
工
夫
が
ほ
し
い
。八

Ｙ
Ｖ

蝿
識
鎮
鐸
錘

訂

函
一
一

☆
８
月
３
日
（
土
）
午
後
３
時
よ
り
、

三
宮
束
サ
ン
パ
ル
８
階
の
、
中
華
料
理

〃
天
一
坊
″
で
、
作
家
で
詩
人
の
足
立

巻
一
さ
ん
の
「
夕
暮
れ
忌
」
（
世
話
人

代
表
／
杉
山
平
一
）
が
、
６
度
目
を
迎

え
た
。今

回
は
、
大
谷
晃
一
さ
ん
の
講
座
が

色
を
添
え
た
。
『
夕
暮
れ
忌
」
実
行
委

員
会
／
神
戸
市
中
央
区
雲
井
通
５
丁
目

３
ノ
ー
サ
ソ
パ
ル
３
Ｆ
ジ
ュ
ン
ク
堂
響

店
内
簿
（
０
７
８
）
２
５
２
．
０
７
７
７

★
画
家
の
元
永
定
正
さ
ん
の
「
作
品
集

元
永
定
正
１
９
４
６
１
１
９
９
０
」
が

博
進
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
サ
イ
ズ
／

Ｔ
加
×
Ｙ
伽
、
、
、
リ
・
ぺ
Ｉ
ジ
数
／
醜
ぺ

１
ジ
。
作
家
自
ら
の
執
筆
原
稿
鋤
ペ
ー

ジ
、
図
版
約
如
点
、
知
人
友
人
が
語
る

元
永
像
加
ペ
ー
ジ
￥
２
５
，
０
０
０

★
７
月
蜘
日
に
、
大
阪
マ
ハ
ラ
ジ
ャ
に

於
い
て
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ

た
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
ド
イ
ツ
航
空
会
社
の

西
旧
木
地
区
支
配
人
に
、
ヘ
ル
ゲ
・
ス

タ
フ
オ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
氏
が
措
任
。

☆
兵
庫
県
日
韓
親
善
協
会
（
上
田
将
雄

会
長
）
麓
叩
（
Ⅷ
）
３
０
１
０
で
は
、

兄
弟
姉
妹
の
関
係
に
あ
る
斡
日
親
善
協

会
ソ
ウ
ル
特
別
市
聯
合
会
が
、
創
立
皿

間
年
を
迎
え
、
、
月
瓢
日
に
ソ
ウ
ル
市

内
に
お
い
て
記
念
パ
ー
テ
ィ
が
開
仙
さ

れ
る
。
旅
行
団
は
、
、
／
四
１
ｍ
／
型

の
４
日
間
の
日
程
で
挫
用
は
￥
１
０

５
，
０
０
０
（
一
人
）
。
申
込
み
は
、

（
Ｋ
Ｋ
）
ア
ミ
ュ
ー
ザ
神
戸
支
店
貧
叩

（
弧
）
３
９
９
１
へ

★
画
家
の
杉
浦
祐
二
と
史
子
夫
人
（
ビ

ス
ク
・
ド
ー
ル
と
ガ
ラ
ス
作
家
）
が
転

居
。
〒
噸
宝
塚
市
仁
川
月
見
が
丘
１
ノ

咽
宮
０
７
９
８
（
署
１
５
６
９
苦
楽

間
の
ア
ト
リ
エ
と
工
房
は
そ
の
ま
ま
〒

醜
西
宮
市
南
越
木
岩
町
８
１
週
阪
急
苦

楽
園
駅
前
苦
楽
園
第
一
ピ
ル
２
Ｆ
夙
川

洋
画
研
究
所
宮
（
０
７
９
８
）
江
１
５

８
７
７
ビ
ス
ク
・
ド
ー
ル
エ
腸
曾
（
０

７
９
８
）
泥
１
９
３
１
６

★
服
飾
ミ
ロ
ー
（
西
陳
幹
男
）
が
移
極
。

〒
剛
中
央
区
加
納
町
３
丁
目
皿
１
８
号

衝
、
（
卿
）
３
２
０
５

講演風景

て
い
る
、
彼
の
住
む
神
戸
留
学

生
会
館
に
は
留
守
番
電
話
を
構

え
て
、
連
絡
は
夜
中
ま
で
か
か

っ
た
と
い
う
。

約
Ⅷ
名
の
参
加
者
を
集
め
、

ま
た
大
阪
、
京
都
か
ら
も
留
学

生
を
迎
え
て
、
交
流
の
輪
は
ま

た
ひ
と
つ
広
が
っ
た
。

最
近
、
な
か
な
か
の
人
気

を
あ
つ
め
て
い
る
〃
北
野
町

界
隈
″
は
、
神
戸
開
港
の
明

治
維
新
の
歴
史
を
背
景
に
物

語
り
の
よ
す
が
に
な
っ
て
い

て
、
芥
川
賞
作
家
の
新
井
満

氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
セ
ピ

ア
色
の
写
真
の
よ
う
な
ノ
ス

タ
ル
ジ
ィ
ー
の
魅
力
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

近
く
還
都
千
二
百
年
を
迎

え
る
京
都
は
街
そ
の
も
の
が

日
本
の
歴
史
で
あ
り
、
日
本

文
化
の
種
子
が
息
づ
い
て
い

る
。
勿
論
、
焼
け
て
い
な
い

か
ら
総
て
が
大
事
に
保
存
さ

れ
て
い
る
。

恕親会風景

照騨鴬

謹
ＩＶｈ

鐘
』
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コウベもファッション･ ソサエティ

五Sjii謙;識総
琳務局／神戸｢ I f 中央区束町１１３－１大神ビル9 Ｆ
月刊神戸つ子内ＴＥＬ､ 0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6

熱気に満ちたパネルディスカッション
６月2 1 日（金）中小企業会館におい

てＫＦＳ会員によるパネルディスカッ
ションが行なわれた。パネラーは木村
さん、松田さん、是永さん、植田さ
ん。まずはそれぞれ４人の仕事の‘概要
から。

植田さん「私は森真珠の２Ｆのショー
ルームで販売をしています。昨年は毎
日ＴＶで４月～９月まで花真珠が放送
されましたが、番組で使われた真珠は
すべて森真珠のものです｡ 」
木村さん「私は紳士服の裏地を販売し
ています。オーダー専門ですが、湾岸
戦争、バブル経済の崩壊で高額の紳士
服の注文の着数がへりました。ですか
ら最近はかなり厳しい状況です。特に
オーダーは職人さんがへってきていま
すから。しかし､ 裏地やボタンを換えて
下さいというお客様もふえています｡ 」
松田さん「洋裁を教えて2 0 年になりま
す。トァロードでお店をもったことも
ありました。センタープラザで洋裁を
教え、今は阪神御影でオーダーをして
います。これからは年配の方にもおし
ゃれを楽しんで頂きたいですね｡ 」
是永さん「美しく正しい姿勢をつくら

なければ健康ではありません。昭和４１
年から、健康体操教室をはじめ、今は
ハイエイジクラスの為のリズム体操教
室をしています。主婦が着物を着たま
ま手軽に台所ででもできる体換を初め
たのが最初です｡ 」
植田さん「これからは、ニーズからウ
オンツにきりかえないとダメですね。
パールのネックレスは生活必需品にな
っています。今、デザイナーにも力を
入れています。というのはパールが冠
婚葬祭のみでなく、例えばジーンズに
チョーカーのネックレスもできる、ち
ょっとスカーフを巻くだけでカジュア
ルブローチをネックレスに使うことも
できるわけです｡ 」
木村さん「裏地では、一時流行った、
ワンポイント的なものがありますがほ
とんどは無地です。表地の色とあわせ
て濃淡、グリーン、茶、などが中心で
す。外国人は裏地はすべればいいとい
う感覚ですが、日本人は裏地に関心を
もっています。主婦などが特に年々流
行に敏感で､ 同じグレイでも､ 赤味のも
の、青味のものとおっしゃいますね｡ 」
松田さん「先程も申しあげたように、

年配の方のおしゃれですが、年をとっ
たから、赤やピンクがダメというので
はなく、年をとったからこそ、着てほ
しいですね。男性の方はどうですか｡ 」
荒津さん「最近は男性も色彩感覚がか
わってきました。明るい色を着るよう
になりました。ゴルフウエアなどは特
にそうですね。健康やおしゃれに気を
つけ、仕事をし、楽しく年をとろうと
いう風に。我々の年代がキーポイント
です。もっとおしゃれをして下さいと
話をロータリーですると、次の週から
はポケットチーフをしてこられる方も
います。話の効果があって嬉しいです
ね｡」
田中会長「テレビでも、藤本義一が頭
が真白のまま出てきてから、染める人
が少なくなりました。もとの流れは大
きいです。洋服も同じです｡ 」と､ 約２
時間半の熱っぽいフリートーキング。

鴬繍繊# 瀞
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兜
子
の
館

ｃ
ｃ
ｓ
●
●
●
Ｃ
Ｇ
●

鍵

１
１４８
１

Ｌ
旨
っ
、
し

八
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
Ｖ

カ
メ
ラ
・
池
田
年
夫

林
の
坂
道
に
、
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
、
そ
れ
で
い
て
お

シ
ャ
レ
な
喫
茶
店
が
あ
る
。
名
づ
け
て
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆

と
う
し
か
ん

伽
排
サ
ロ
ン
、
兜
子
館
」
。
十
年
前
の
早
春
、
ふ
ら
り
と

え
い

世
を
去
っ
た
俳
人
・
赤
尾
兜
子
の
妻
・
恵
以
さ
ん
が
、
一
一

年
半
前
に
居
宅
を
改
装
し
て
開
い
た
サ
ロ
ン
で
あ
る
。

神
戸
市
東
灘
区
御
影
山
手
一
丁
目
一
三
ノ
四
、
と
い
っ

て
も
分
か
り
に
く
か
ろ
う
。
阪
急
「
御
影
」
駅
の
山
側
を

や
か
た

●

神
戸
方
向
へ
、
線
路
沿
い
の
坂
道
を
上
り
つ
め
、
右
に
折

れ
て
約
五
○
メ
ー
ト
ル
の
左
手
だ
。
御
影
北
小
学
校
の
西

門
前
に
当
た
る
。
板
張
り
の
白
い
洋
館
と
い
っ
た
印
象
の

つ
く
り
は
、
内
外
装
と
も
に
恵
以
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
だ
と

い
》
っ
。道

に
面
し
て
、
手
書
き
の
案
内
書
が
、
雨
に
濡
れ
な
い

よ
う
ビ
ー
ー
ー
ル
に
包
ん
で
さ
げ
て
あ
る
。
同
人
。
会
員
三

る
ぽ
る
た
Ｉ
じ
ゅ
神
戸

Ｐ

文
・
有
井
基

この兜子館をみなさんが好きなように使って下されば満足です、
と話す恵以さん。

記
号
ざ
Ｙ
玲
照

1遜晦！

百
人
を
数
え
る
俳
誌
『
渦
』
の
発

行
所
で
、
恵
以
さ
ん
が
夫
の
遺
志

を
継
ぐ
発
行
人
な
の
だ
か
ら
、
俳

句
教
室
や
句
会
案
内
は
当
然
と
し

て
も
、
書
道
教
室
、
英
語
教
室
、

ピ
ア
ノ
教
室
、
そ
し
て
、
占
い
の

会
な
ん
て
の
も
あ
る
。
タ
ロ
ッ
ト

占
い
や
水
晶
占
い
な
ん
て
す
る
タ

チ
じ
ゃ
な
い
か
ら
「
四
柱
推
命
で

す
か
」
と
聞
い
た
ら

「
え
え
、
先
生
に
つ
き
ま
し
て

ね
え
。
あ
れ
は
統
計
で
す
か
ら
当

た
る
確
率
も
高
い
ん
で
す
。
こ
の

上
に
短
大
が
あ
っ
て
、
女
の
子
が
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平
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郵
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耳
平
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９
耳
Ｙ
⑦
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啄
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才
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角
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パ
ー
ェ
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ｊ
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パ
ロ
４
１
．
－
匡

。
￥
可
龍
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牽
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コ
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昂
、
蝉
早
塁
⑦
平
山
１
用
動
秦
到
イ
吾
平
判
Ｙ
⑦
。
」

・
曾
卑
塁
晋
珊

平
Ｃ
草
土
１
。
票
１
戦
。
柔
町
蝉
写
阜
研
剥
⑦
留
吾
。
Ⅶ

耳
響
可
由
９
ｑ
塁
９
判
。
平
辱
１
坤
測
醗
鮮
１
コ
Ｉ
匡

・
動
じ
キ
ヰ
畔
畢
雑

記
１
軒
呼
号
嘉
耳
Ｃ
畢
用
凹
留
。
嘩
暫
勺
巽
？
ｖ
阜
荷
軍

⑦
叫
副
。
悲
蚕
柔
「
写
畔
牛
山
山
」
．
ｖ
阜
士
量
差
沓
叩

⑦
吾
訴
聖
「
士
。
旦
批
」
巽
平
平
可
些
凹
ｏ
評
塔
囲
茎
耳

Ｃ
茅
平
Ｃ
皐
訴
蝉
判
凹
凸
召
⑦
柵
、
１
戦
尋
畢
ｖ
阜
葬
此

班
￥
、
ｖ
阜
士
暴
劉
巣
平
山
１
米
刻
語
。
平
坤
磐
刻
呼
４

コ
動
、
鮮
乎
阜
士
重
ｖ
沓
叩
嘗
阜
宗
司
畢
牽
獣
⑦
『
慨
』

、
乎
阜
胴
卦
田
畦
・
呈
呈
獣
⑦
『
茜
靭
⑦
士
砺
習
宰
」

｡…畠辿Q且の理将年司斗だ
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父と同じ、ものをつくる
ということにこだわる徳也
さん（写真左）とピアノを
演奏して見せてくれる恵以
さん。（右）

こ
れ
が
、
よ
そ
行
き
で
な
く
、
き
わ

め
て
当
た
り
前
に
、
明
る
く
言
え
る
と

こ
ろ
に
、
兜
子
館
の
、
と
い
う
よ
り
論

恵
以
さ
ん
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
る
。

こ
の
日
は
、
松
花
弁
当
を
楽
し
む
会

だ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
楽
し
む
会

と
同
様
、
五
人
か
ら
二
十
人
ま
で
予
約

が
あ
れ
ば
、
格
安
で
本
物
が
楽
し
め
る

と
い
う
。
ワ
イ
ン
、
オ
ー
ド
ブ
ル
、
松

花
弁
当
、
果
物
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、

コ
ー
ヒ
ー
と
続
く
中
で
、
和
田
さ
ん
た

ち
と
話
も
は
ず
ん
だ
。
た
だ
、
私
の
発

言
に
う
ろ
覚
え
が
あ
っ
た
の
で
、
帰
宅

後
、
た
し
か
め
た
の
だ
が
、
兜
子
は
、

私
ご
と
き
外
野
席
の
フ
ー
ノ
ン
に
ま
で
影

響
を
与
え
て
い
る
。

私
が
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
昭
和
三

十
二
年
秋
、
三
宮
の
た
こ
焼
店
「
蛸
壷
」

だ
っ
た
。
連
れ
と
飲
ん
で
い
る
と
、
い

け

０
１
５
１
１

き
な
り
絡
ん
で
こ
ら
れ
て
口
論
に
な
っ

た
。
最
終
は
昭
和
五
十
五
年
秋
、
こ
れ

も
い
き
な
り
会
社
へ
電
話
が
あ
っ
て
、

三
宮
の
ス
タ
ン
ド
へ
来
ん
か
、
と
い
う

お
誘
い
だ
っ
た
。
も
う
ロ
レ
ッ
が
回
っ

て
い
な
か
っ
た
し
、
一
週
間
後
に
、
こ

の
『
神
戸
っ
子
』
の
グ
ル
メ
座
談
会
で

お
会
い
出
来
る
か
ら
、
と
お
断
り
す
る

と
、

「
な
あ
、
古
血
〈
や
っ
と
く
ん
や
で
。

君
は
、
や
り
か
け
た
ら
、
の
め
り
込
む

ほ
う
や
が
、
近
代
文
学
よ
り
（
古
典
の

ほ
う
が
）
よ
っ
ぽ
ど
深
い
さ
か
い
に

な
。
…
そ
ん
な
ら
、
ま
た
会
お
う
」

ど
こ
で
、
ど
う
見
て
下
さ
っ
て
い
た

の
か
、
日
ご
ろ
全
く
つ
き
あ
い
の
な
い

先
輩
の
言
葉
を
、
私
は
神
戸
市
消
防
局

機
関
誌
「
雪
」
（
一
九
八
二
。
四
）
に

書
き
と
め
て
い
る
。
電
話
以
後
も
会
っ

て
い
な
い
。
何
し
ろ
、
初
対
面
で
な
ぐ

り
合
い
寸
前
ま
で
行
っ
た
相
手
が
当
時

「
前
衛
俳
句
の
旗
手
」
と
い
わ
れ
た
人

だ
と
知
っ
た
時
、
お
そ
れ
多
い
こ
と
を

…
と
恐
縮
し
た
後
遺
症
が
尾
を
引
い
て

い
た
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
兜
子
か
ら
の
電
話
は
、
昭

和
五
十
五
年
夏
に
出
版
さ
れ
た
恵
以
さ

ん
の
『
ひ
と
す
じ
の
光
の
中
に
』
を
、

私
が
三
カ
所
で
紹
介
し
た
こ
と
に
対
す

る
心
づ
か
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
ま

た
ま
、
グ
ル
メ
座
談
会
の
出
席
メ
ン
バ
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自
由
に
埋
め
て
く
れ
る
小
さ
な
空
間
こ
そ
が
、
自
分
の
世

界
な
の
だ
。

ワ
イ
ン
も
、
ほ
ど
の
い
い
温
度
で
、
料
理
と
も
合
う
。

ふ
だ
ん
貸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
好
き
な
人
が
、
好
き
な
よ
う
に

作
品
（
約
二
十
点
）
を
か
け
る
壁
面
も
、
こ
の
日
は
、
兜

子
ゆ
か
り
の
作
品
が
、
さ
り
げ
な
く
、
か
け
ら
れ
て
い
た
。

コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ
ン
の
わ
き
に
、
六
畳
ぐ
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス

が
あ
り
、
松
花
堂
を
楽
し
む
会
も
、
そ
こ
の
テ
ー
ブ
ル
を

は
さ
ん
で
行
わ
れ
た
の
だ
が
、
正
面
に
、
兜
子
の
色
紙

音
楽
漂
う
岸
侵
し
ゆ
く
蛇
の
飢
兜

な
ど
、
作
品
や
在
り
し
日
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
か
ら
は
う
か
が
え
な
い
が
、
兜
子
は
、
い
い

店
う
ま
い
店
の
食
べ
歩
き
ガ
イ
ド
を
共
著
に
持
つ
グ
ル
メ

で
あ
る
。
『
渦
』
を
継
承
し
た
恵
以
さ
ん
は
、
徳
也
さ
ん

と
共
に
、
そ
の
道
を
追
う
。
は
か
ら
ず
も
夫
の
遺
志
を
受

け
つ
ぐ
よ
う
に
。

部
屋
に
は
「
徳
也
さ
ん
、
頑
張
っ
て
ね
／
」
と
サ
イ
ン

を
し
た
宝
塚
歌
劇
Ｏ
Ｂ
上
峰
あ
き
ら
さ
ん
の
大
き
な
ブ
ロ

マ
イ
ド
も
目
に
つ
く
。
恵
以
さ
ん
は
タ
カ
ラ
ヅ
カ
の
オ
ー

ル
ド
フ
ァ
ン
。
そ
の
上
、
星
組
の
ト
ッ
プ
日
向
薫
が
、
い

と
こ
の
姪
に
当
た
る
の
で
、
そ
の
フ
ァ
ン
た
ち
の
〃
ア
ジ

ト
″
に
な
っ
て
い
る
と
か
。

い
わ
ば
何
で
も
あ
り
の
人
間
オ
モ
チ
ャ
箱
。
は
た
し
て

何
が
飛
び
出
す
や
ら
。
兜
子
館
か
ら
の
発
信
は
、
理
屈
抜

き
だ
か
ら
お
も
し
ろ
く
、
打
算
抜
き
だ
か
ら
滅
法
た
の
し

い
。

で
入
院
、
手
術
か
ら
復
帰
ま
で
を
克
明
に
記
録
し
た
闘
病

記
だ
っ
た
。
私
は
、
自
分
の
生
と
死
を
凝
視
す
る
訓
練
は

熟
達
の
俳
人
な
れ
ば
こ
そ
だ
と
書
い
た
。
こ
の
人
な
ら
、

自
分
の
棺
を
打
つ
釘
の
音
を
句
に
す
る
だ
ろ
う
、
と
も
。

そ
れ
か
ら
十
年
余
。
恵
以
さ
ん
が
生
死
の
淵
を
さ
ま
よ

っ
た
時
、
次
々
と
手
を
さ
し
の
べ
て
く
れ
た
仲
間
た
ち

が
、
い
ま
も
、
目
の
前
に
い
る
。
あ
の
時
い
つ
ぺ
ん
死
ん

だ
恵
以
さ
ん
に
と
っ
て
、
仲
間
た
ち
が
気
ま
ま
に
集
い
、

－
を
見
て
、
ひ
と
こ
と
言
っ
て
お
こ
う
と
思
わ
れ
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
。
恵
以
さ
ん
の
、
右
の
本
は
乳
頭
腺
ガ
ン

自由で気ままな空間にはいつも笑顔が絶えない。

１
１５１
１

☆
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「
で
は
、
今
ど
こ
に
？
」

「
さ
あ
。
知
り
合
っ
て
す
ぐ
、
父
親
の
都
合
で
こ
こ
を
離
れ
て
し

ま
っ
た
か
ら
」

老
人
が
口
に
し
た
少
女
の
行
き
先
は
、
ぼ
く
の
住
む
街
と
は
ま

た
違
う
都
会
だ
っ
た
。

「
き
れ
い
な
言
葉
を
は
な
す
子
で
し
た
よ
」

「
き
れ
い
な
？
」

「
そ
う
。
よ
ど
み
の
な
い
、
輪
郭
の
は
っ
き
り
し
た
」

そ
の
少
女
と
話
し
て
み
た
か
っ
た
と
ぼ
く
は
感
じ
て
い
た
。
現

実
の
彼
女
と
ぼ
く
の
接
点
は
見
つ
か
り
そ
う
に
も
な
い
。

「
お
会
い
し
て
み
た
い
で
す
ね
。
そ
の
、
美
藍
さ
ん
と
」

老
人
は
そ
っ
と
笑
っ
て
う
な
ず
い
た
。

「
…
…
で
も
、
あ
の
少
女
は
も
う
ど
こ
に
も
い
ま
せ
ん
よ
」

「
そ
う
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

白
い
壁
に
と
ど
く
光
が
赤
み
を
帯
び
て
き
て
い
る
。

「
絵
の
な
か
に
少
女
を
閉
じ
こ
め
た
わ
け
で
す
ね
」

す
る
と
、
老
人
は
首
を
ふ
っ
た
。

「
い
い
え
。
閉
じ
こ
め
た
ん
じ
ゃ
な
く
、
絵
は
少
女
を
開
放
す
る

ん
で
す
よ
。
あ
の
と
き
、
あ
の
絵
を
か
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
た

し
は
少
女
性
を
延
命
さ
せ
よ
う
と
企
ん
だ
の
で
す
」

「
延
命
？
」

「
そ
う
。
あ
る
人
が
あ
る
時
期
だ
け
に
持
つ
特
殊
な
輝
き
は
、
そ

の
人
の
な
か
に
放
置
し
て
も
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
消
滅
し

て
し
ま
う
。
絵
は
形
の
美
し
さ
を
表
現
す
る
も
の
で
す
ね
。
少
女

性
は
、
だ
か
ら
こ
そ
消
え
ず
に
す
む
の
か
も
し
れ
な
い
」

「
開
放
す
る
…
…
」

「
そ
う
あ
れ
ば
い
い
な
と
い
う
話
で
す
」

ぼ
く
は
老
人
の
横
顔
を
見
た
。

「
お
年
、
聞
い
て
も
い
い
で
す
か
？
」

「
年
？
、
は
健
多
す
ぎ
て
忘
れ
ま
し
た
」

去
年
他
界
し
た
ぼ
く
の
祖
父
よ
り
少
し
上
だ
ろ
う
か
。
も
し
か

し
た
ら
、
明
治
の
生
ま
れ
か
も
し
れ
な
い
。
話
し
て
い
て
も
淀
ん

だ
と
こ
ろ
が
な
く
、
容
貌
を
除
け
ば
不
思
議
な
く
ら
い
に
衰
え
を

感
じ
さ
せ
な
い
。

１
１５３
１ ４

「
と
て
も
そ
う
は
…
…
」

「
そ
う
で
す
か
？
背
の
高
さ
に
総
か
れ
る
の
と
、
年
上
に
見
ら

れ
る
の
は
、
も
う
慣
れ
っ
こ
に
な
っ
て
ま
す
が
」

「
い
や
、
わ
た
し
も
昔
に
し
て
は
大
男
だ
っ
た
ん
で
、
背
の
高
さ

で
は
い
つ
も
聴
か
れ
た
も
の
で
す
が
。
し
か
し
、
十
六
と
は
」

「
ど
う
し
て
年
上
に
見
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
？
」

「
そ
う
で
す
ね
え
…
…
。
き
っ
と
目
線
で
す
よ
」

「
目
線
、
で
す
か
？
」

「
え
え
、
目
の
動
か
し
方
と
い
う
か
、
眼
ざ
し
の
運
び
で
す
な
」

「
は
あ
」

「
自
分
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
か
」

「
え
え
、
全
然
」

「
目
線
の
移
し
方
が
大
人
び
て
見
え
る
。
思
春
期
の
お
き
ゃ
ん
な

女
の
子
に
そ
ん
な
子
が
時
ど
き
い
ま
す
が
ね
」

思
い
も
し
な
い
指
摘
だ
っ
た
。
視
線
が
年
齢
を
あ
ら
わ
す
こ
と

が
あ
る
と
は
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。

「
あ
の
絵
の
人
は
？
」

「
彼
女
は
、
美
藍
さ
ん
と
い
う
ん
で
す
よ
」

「
ミ
ア
？
」

「
え
え
。
美
し
く
、
染
め
物
の
藍
」

「
へ
ま
え
」

「
あ
の
子
は
ね
、
半
分
北
欧
の
血
が
混
じ
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
た

ま
た
ま
バ
ス
で
向
か
い
あ
わ
せ
に
座
り
ま
し
て
ね
。
頼
ん
で
、
モ

デ
ル
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
」

「
こ
こ
で
で
す
か
？
」

「
そ
う
。
お
父
さ
ん
が
放
送
関
係
の
研
修
で
滞
在
す
る
の
で
、
母

方
の
里
で
あ
る
こ
の
土
地
へ
、
向
こ
う
の
学
校
を
休
学
し
て
や
っ

て
き
た
と
い
っ
て
ま
し
た
ね
」

「
い
つ
、
そ
れ
は
い
つ
の
こ
と
な
ん
で
す
か
？
」

老
人
は
遠
い
目
を
し
た
。

「
も
う
、
十
五
年
ぐ
ら
い
前
に
な
り
ま
す
か
」

ぼ
く
は
体
の
力
が
抜
け
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

「
…
…
そ
ん
な
に
」

ぼ
く
の
言
葉
に
老
人
は
ゆ
っ
く
り
う
な
ず
い
た
。
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い
も
の
ぐ
さ
で
す
か
ら
」

老
人
の
話
し
ぶ
り
に
は
、
鋭
い
瞬
間
の
記
憶
を
も
っ
て
い
る
よ

う
す
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
…
…
十
六
、
と
い
っ
て
ま
し
た
ね
」

ぼ
く
は
う
な
ず
い
た
。

「
わ
た
し
が
絵
を
か
き
は
じ
め
た
の
が
そ
の
歳
だ
っ
た
」

「
…
・
・
・
ど
う
し
て
、
で
す
か
？
」

「
さ
あ
。
絵
を
か
く
、
な
ん
て
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
こ
と
は
た
し

か
で
す
。
興
味
は
他
に
た
く
さ
ん
あ
っ
た
・
で
も
、
ゴ
ミ
が
掃
除
機

に
吸
い
取
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」

波
が
な
め
ら
か
に
し
た
砂
上
を
、
羽
を
ひ
と
つ
ま
み
ほ
ど
逆
立

て
た
千
鳥
が
急
い
で
い
る
。
風
は
少
し
も
弱
く
な
ら
ず
、
浜
ゆ
う

も
千
鳥
も
不
機
嫌
な
顔
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

ぼ
く
と
老
人
の
間
に
波
の
先
が
流
れ
こ
ん
で
き
た
。
ぼ
く
が
一

歩
下
が
り
、
ふ
た
り
に
は
少
し
の
距
離
が
で
き
た
。

老
人
が
ぼ
く
を
見
て
い
る
。
ぼ
く
は
他
人
に
見
つ
め
ら
れ
る
の

が
極
端
に
嫌
い
だ
っ
た
が
、
不
思
議
と
ど
う
で
も
い
い
よ
う
な
気

が
し
た
。

「
…
…
高
校
生
、
か
な
？
」

風
の
せ
い
で
聞
き
取
れ
な
い
ふ
り
を
し
よ
う
か
と
思
っ
た
。
彼

は
黙
っ
て
い
る
。
ふ
い
に
ぼ
く
は
向
き
な
お
っ
た
。

真
っ
直
ぐ
に
老
人
の
眉
間
を
見
す
え
た
。

「
ぼ
く
は
、
登
校
拒
否
な
ん
で
す
」

老
人
の
顔
に
、
感
情
の
動
き
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
そ
う
。
こ
こ
へ
は
？
」

「
叔
母
の
と
こ
ろ
へ
。
遊
び
に
来
い
っ
て
、
誘
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
」

「
そ
う
で
し
た
か
。
楽
し
い
で
す
か
、
こ
こ
で
は
」

「
と
て
も
。
気
楽
に
過
ご
せ
ま
す
」

「
じ
ゃ
あ
、
よ
か
っ
た
」

風
は
さ
ら
に
強
ま
り
、
波
間
だ
け
を
見
て
い
る
と
自
分
が
と
て

も
小
さ
く
な
っ
た
よ
う
な
錯
覚
を
お
こ
す
。
足
の
下
の
砂
だ
け
を

残
し
て
、
水
が
海
へ
帰
っ
て
い
く
。
い
つ
か
飛
ぶ
よ
う
な
勢
い

で
、
ぼ
く
は
海
面
を
駆
け
て
い
た
。

「
孤
立
し
ち
ゃ
、
だ
め
で
す
よ
」

１
１５４
１優

「
海
に
行
か
れ
る
ん
で
し
た
ね
」

「
は
い
。
見
て
帰
ろ
う
と
思
い
ま
す
」

「
じ
つ
は
、
い
つ
も
こ
の
時
間
に
浜
を
散
歩
す
る
こ
と
に
し
て
ま

す
。
…
…
い
っ
し
ょ
に
い
き
ま
す
か
」

「
ぜ
ひ
」

ぼ
く
は
老
人
と
浜
へ
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

高
く
積
ま
れ
た
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
の
間
を
老
人
は
器
用
に
浜
へ
降

り
て
い
く
。
ふ
じ
っ
ぽ
の
つ
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塊
の
な
か
で

見
え
隠
れ
す
る
白
い
頭
を
、
ぼ
く
は
ぼ
ん
や
り
と
眺
め
た
。

日
が
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

波
頭
が
群
青
と
茜
色
の
間
の
幽
玄
な
線
を
ひ
く
。

「
昔
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
沖
に
あ
る
島
へ
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

て
ね
」老

人
は
靴
先
を
も
う
一
方
の
足
で
濡
れ
た
砂
に
埋
め
よ
う
と
や

つ
き
に
な
っ
て
い
る
。

「
戦
争
、
で
す
か
」

「
は
あ
」

彼
は
指
を
三
本
そ
ろ
え
て
烏
が
餌
を
つ
つ
く
よ
う
に
動
か
し
て

み
せ
た
。

「
通
信
の
役
で
し
た
」

「
通
信
？
」

「
無
電
の
係
で
す
。
わ
た
し
は
通
信
の
技
術
を
も
っ
て
ま
し
た
。

年
を
と
っ
て
か
ら
召
集
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
通
信
班
に
回

さ
れ
た
ん
で
す
」

「
ず
っ
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
い
ら
し
た
ん
で
す
か
？
」

「
そ
う
。
向
こ
う
の
無
電
を
聞
い
て
、
暗
号
文
を
解
読
し
た
り
、

発
信
し
た
り
、
い
わ
ば
ス
パ
イ
で
す
よ
」

「
敵
と
交
戦
さ
れ
ま
し
た
？
」

「
い
や
、
結
局
、
全
面
降
伏
ま
で
一
度
も
米
兵
の
顔
を
見
ず
じ
ま
い

で
し
た
。
わ
た
し
の
場
合
、
相
手
は
い
つ
も
目
に
見
え
な
か
っ
た
」

「
ふ
う
ん
。
負
け
た
と
き
は
悔
し
か
っ
た
で
す
か
？
」

「
く
つ
に
。
わ
た
し
は
と
っ
く
に
面
倒
く
さ
く
な
っ
て
ま
し
た
。

戦
争
の
い
け
な
い
と
こ
ろ
は
、
わ
た
し
に
し
て
み
れ
ば
、
単
に
放

っ
て
お
い
て
く
れ
な
い
と
こ
ろ
で
す
よ
。
わ
た
し
は
生
来
、
ひ
ど
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１
１５５
１ 旬

「
念
仏
？
」

「
そ
う
、
念
仏
で
す
。
誰
で
も
そ
の
人
な
り
に
念
仏
を
も
っ
て
い

る
と
思
う
ん
で
す
よ
。
ほ
ら
、
子
供
は
い
つ
も
何
か
ひ
と
り
ご
と

を
つ
ぶ
や
い
て
い
る
で
し
ょ
う
？
あ
れ
も
、
そ
の
子
に
と
っ
て
の

念
仏
だ
と
思
う
ん
で
す
。
わ
た
し
は
、
自
分
に
風
穴
が
必
要
だ
と

感
じ
る
と
き
、
星
の
光
、
月
の
位
置
、
と
心
で
繰
り
か
え
し
て
き

た
。
ど
ん
な
と
き
に
で
も
、
星
の
光
を
知
り
、
月
の
位
置
を
想
像

す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
い
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
」

ぼ
く
は
彼
の
い
う
こ
と
が
分
か
り
そ
う
な
気
が
し
た
。

「
こ
の
歳
に
も
な
る
と
、
放
っ
て
お
く
と
す
ぐ
孤
立
し
て
し
ま

う
。
で
も
、
そ
れ
で
は
ね
。
わ
た
し
が
絵
を
か
き
だ
し
た
の
は
、

今
か
ら
す
れ
ば
社
会
と
関
わ
り
を
も
ち
た
か
っ
た
か
ら
な
ん
で
し

ょ
う
が
、
そ
れ
は
動
機
の
ま
ま
で
は
終
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
他

に
誰
も
知
ら
な
い
記
憶
を
、
い
っ
し
ょ
に
並
べ
ら
れ
る
人
は
ど
ん

ど
ん
い
な
く
な
る
。
い
て
も
忘
れ
ら
れ
る
ば
か
り
で
す
よ
。
ま

あ
、
忘
れ
ら
れ
る
か
ら
人
間
は
や
っ
て
い
け
る
の
で
し
ょ
う
が
、

こ
れ
は
、
時
ど
き
た
ま
ら
な
い
も
の
で
す
」

「
そ
ん
な
も
の
で
す
か
」

「
さ
っ
き
、
友
達
が
き
て
い
た
で
し
ょ
う
」

ぼ
く
は
帰
ろ
う
と
す
る
彼
の
友
人
の
姿
を
思
い
だ
し
た
。

「
彼
と
、
今
彼
の
連
れ
あ
い
に
な
っ
て
る
女
性
は
、
わ
た
し
の
幼

な
じ
み
な
ん
で
す
。
今
は
空
港
に
な
っ
て
い
る
あ
た
り
で
、
毎
日

遊
ん
だ
も
の
で
す
」

老
人
は
浜
の
先
を
指
し
た
。

「
十
歳
に
な
る
ま
え
に
、
彼
は
関
東
へ
引
っ
越
し
て
い
っ
た
。
わ

た
し
は
後
か
ら
、
向
こ
う
の
学
校
へ
い
っ
た
け
れ
ど
、
結
局
、
彼

と
も
、
彼
女
と
も
歳
を
と
る
ま
で
会
え
な
か
っ
た
。
彼
女
は
、
彼

女
は
ハ
ル
ち
ゃ
ん
と
い
う
名
前
な
ん
だ
け
ど
、
精
神
の
病
気
で

ね
。
家
庭
的
に
不
遇
だ
っ
た
よ
う
だ
け
ど
、
ず
っ
と
こ
こ
で
暮
ら

し
て
い
た
ら
し
い
。
五
十
年
ぶ
り
に
、
わ
た
し
が
故
郷
に
帰
っ
て

み
る
と
、
ち
ょ
う
ど
彼
も
七
十
に
し
て
離
婚
し
、
こ
っ
ち
に
も
ど

っ
て
き
て
い
て
、
三
人
で
再
会
し
た
ん
だ
」

想
像
も
つ
か
な
い
時
間
の
厚
さ
を
意
識
し
て
、
ぼ
く
は
あ
い
ま

い
な
感
慨
を
覚
え
た
。

ぼ
く
は
老
人
を
見
た
。
彼
は
目
を
細
め
て
前
を
見
て
い
る
。

「
孤
立
す
る
の
が
い
ち
ば
ん
い
け
な
い
」

ぼ
く
は
、
う
な
ず
く
こ
と
さ
え
大
げ
さ
な
気
が
し
た
。

「
星
の
光
、
月
の
位
置
、
で
す
」

彼
が
顔
を
向
け
た
の
で
、
ぼ
く
は
目
で
問
い
か
け
た
。

「
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
暗
号
で
す
よ
。
無
電
の
ね
。
あ
の
戦
争
で
亡

く
な
っ
て
し
ま
わ
れ
た
け
れ
ど
、
わ
た
し
の
上
官
だ
っ
た
、
年
下

の
班
長
さ
ん
が
ね
、
教
え
て
く
れ
た
ん
で
す
。
わ
た
し
が
解
読
し

た
無
線
の
メ
モ
を
わ
た
す
と
そ
れ
を
見
て
、
い
い
文
句
じ
ゃ
な
い

か
っ
て
、
そ
れ
は
全
能
力
を
傾
注
し
て
作
戦
を
遂
行
せ
よ
、
と
い

う
暗
号
だ
っ
た
．
あ
ま
り
重
要
な
も
の
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
こ
っ
ち

は
必
死
に
な
っ
て
解
読
し
た
の
に
ね
。
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
、
ぐ
ら
い

の
意
味
だ
っ
た
。
で
も
、
以
来
、
そ
の
言
葉
は
わ
た
し
の
念
仏
に

な
っ
た
」
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「
し
ば
ら
く
し
て
、
ハ
ル
ち
ゃ
ん
と
彼
は
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
す
よ

う
に
な
っ
た
。
ハ
ル
ち
ゃ
ん
は
子
供
の
と
き
、
行
動
的
で
、
い
つ

も
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
。
彼
女
自
身
も
若
い
こ
ろ
一
度
結
婚
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
ら
し
い
け
ど
ね
。
彼
は
昔
か
ら
ハ
ル
ち
ゃ
ん
が
好
き

だ
っ
た
み
た
い
で
ね
。
じ
つ
は
、
わ
た
し
も
彼
女
が
好
き
だ
っ

た
。
魅
力
的
な
女
の
子
だ
っ
た
ん
で
す
。
快
活
な
母
性
を
わ
け
へ

だ
て
な
く
ふ
り
ま
い
て
く
れ
た
…
…
」

あ
る
予
感
が
ぼ
く
の
な
か
で
起
こ
っ
た
。

「
よ
け
れ
ば
、
お
友
達
の
お
名
前
を
」

「
舟
越
で
す
」

す
ぐ
、
ピ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
な
か
の
男
と
、
あ
け
つ
ぴ
ろ
げ
に

笑
う
女
の
姿
が
思
い
お
こ
さ
れ
た
。

テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
の
間
に
黒
い
潮
だ
ま
り
が
で
き
て
い
る
。
海
水

は
波
と
な
っ
て
そ
こ
に
飛
び
こ
ん
で
く
る
が
、
行
き
場
を
失
い
潮

だ
ま
り
の
な
か
を
ふ
ち
に
そ
っ
て
め
ぐ
っ
て
い
る
。
ま
た
波
が
く

る
。
水
は
勢
い
に
圧
さ
れ
て
あ
ふ
れ
だ
す
。
古
く
な
っ
た
水
の
一

部
は
穏
や
か
に
導
か
れ
て
海
へ
の
潮
道
を
下
っ
て
い
っ
た
。

老
人
が
仰
向
い
た
。

「
陸
風
に
、
な
り
ま
し
た
ね
」

「
き
ょ
う
は
、
一
日
、
店
を
ま
か
し
た
わ
よ
」

叔
母
が
、
飲
み
す
ぎ
た
ゆ
う
べ
の
ぶ
ど
う
酒
の
せ
い
で
荒
れ
た

声
を
張
り
あ
げ
た
。

「
ほ
つ
ほ
う
、
ど
ち
ら
ま
で
？
」

「
ん
、
ち
ょ
っ
と
」

「
ぼ
く
に
胸
囲
を
計
れ
っ
て
の
？
」

彼
女
は
爪
を
吹
い
て
い
る
。

「
き
の
う
は
遅
か
っ
た
ね
。
ど
こ
い
っ
て
た
の
？
」

老
人
に
出
会
っ
た
こ
と
は
、
ま
だ
話
し
て
い
な
か
っ
た
。

「
海
を
ね
。
少
し
」

「
海
を
？
」

「
う
ん
」

「
見
て
た
の
？
」

「
う
ん
、
ま
あ
」

「
ふ
む
」

叔
母
は
立
ち
あ
が
っ
た
。

「
夕
食
は
自
分
で
作
れ
る
わ
ね
」

ヒ
ー
ル
に
指
を
伸
ば
し
た
の
で
、
彼
女
の
サ
ー
モ
ン
ピ
ン
ク
の

ス
カ
ー
ト
が
傾
い
た
三
角
形
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
え
が
く
。

「
誰
か
と
い
っ
し
ょ
な
の
？
」

叔
母
は
い
た
ず
ら
っ
ぽ
い
目
を
し
た
。

「
あ
ま
り
い
い
質
問
じ
ゃ
な
い
わ
ね
」

そ
う
い
っ
た
か
と
思
う
と
、
ひ
や
り
と
し
た
彼
女
の
手
が
ぼ
く

の
両
頬
を
は
さ
み
こ
ん
だ
。

「
ね
え
、
き
ょ
う
は
出
か
け
る
の
。
親
し
い
人
と
ね
。
も
ち
ろ

ん
、
い
っ
し
ょ
に
は
い
て
あ
げ
ら
れ
な
い
。
わ
か
る
で
し
よ
。
誰

だ
っ
て
自
分
の
こ
と
が
ま
ず
優
先
。
そ
ん
な
も
ん
よ
」

ぼ
く
は
笑
い
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
。

「
そ
り
ゃ
ね
。
ぼ
く
で
も
知
っ
て
る
よ
・
星
の
光
、
月
の
位
置
だ
よ
」

叔
母
は
少
し
驚
い
た
よ
う
な
目
を
し
た
。

「
何
？
そ
れ
」

「
暗
号
」

ぼ
く
ら
は
連
れ
だ
っ
て
駐
車
場
へ
向
か
っ
た
。
隣
家
の
垣
か
ら

青
紫
色
を
し
た
す
だ
れ
の
よ
う
な
実
が
幾
筋
も
垂
れ
て
き
て
い

る
。
砂
利
を
踏
み
な
が
ら
路
地
を
抜
け
る
と
、
木
枯
ら
し
に
は
た

め
く
ピ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
見
え
て
き
た
。

今
朝
も
彼
は
そ
こ
に
い
た
。

ぼ
く
は
彼
の
横
顔
を
注
意
深
く
見
つ
め
た
。
叔
母
の
鼻
唄
が
一

瞬
、
止
ま
る
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
あ
す
」

高
い
彼
女
の
声
に
、
て
ら
い
は
な
か
っ
た
。

ふ
い
に
、
彼
が
顔
を
上
げ
た
。

柔
和
な
目
を
し
て
い
る
。

風
に
た
た
か
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
の
向
こ
う
で
、
彼
の
表
情
が
緩
ん

だ
よ
う
に
ぼ
く
に
は
見
え
た
。
。

（
了
）

１
１５６
１

p

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m


